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印

記

1 教育目標

（１）　学校の教育目標

（２）　学校の教育目標を達成するための基本方針

1

2

3

4

5

6

7

　人間尊重を基本理念に、国際的視野にたち平和を愛する社会人の形成をめざして、
　◎正しい判断力と粘りづよい実践力をもった生徒を育てる
　・健やかな身体と豊かな情操をもった生徒を育てる
　◎高い知性とたくましい創造力をもった生徒を育てる

　本校の教育目標を達成するために、法令、学習指導要領により地域の実態、生徒の発
達段階に応じ以下を基盤に教育を行う。

　「命の教育」を推進する。そのために体験活動や相談活動を充実させ、生徒の良
さや可能性を引き出し伸長する教育を推進する。
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学校名 清瀬市立清瀬中学校

清 瀬 市 教 育 委 員 会 殿

　自然災害及び人為的災害の可能性を考え、生徒が安全で安心して学校生活を送れ
るように安全教育を充実させる。

　このことについて、清瀬市立学校の管理運営に関する規則に基づき､下記のとおり
お届けします。

校長名

　人権尊重を基盤にいじめや体罰のない、生徒が楽しいと思う学校を目指す。

　基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けさせ、知徳体のバランスのとれた生徒
を育成する。

　特別支援教育の充実に努め、インクルーシブ教育を推進する。

　国際理解教育を推進し、平等、平和、国際協調の心を育成する。

小 島 秀 治

平 成 ２ ７ 年 度 教 育 課 程 に つ い て ( 届 ）

　生徒一人一人の自己実現のために、将来を見通して自らの進路を考えていけるよ
う、段階的・計画的にキャリア教育を進めていく。

割



第２表

学校名

2 指導の重点
（１）　各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動

ア 各教科
・

・

・

・

・

・

・

イ 道徳
・

・

・

・

・

・

ウ 総合的な学習の時間
・

・

・

・

エ 特別活動
・

・

・

オ その他の活動

・

・

・

・

・ 　通常学級と特別支援学級及び特別支援学校との交流活動の充実を図り、互いの個性を尊重する精神を育て豊か
な心を育ませる。

　小中連絡会を活用し、清瀬小学校、清瀬第八小学校との連携を密にすることで相互の児童・生徒の実態を把握
し、指導方法、指導内容を工夫する。

清瀬市立清瀬清瀬中学校

　各種学力調査の分析結果や授業改善推進プラン等の活用を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の習得と活
用する能力、言語活用能力、思考力・判断力・表現力を身に付けさせる。

　数学科と英語科において、習熟度別尐人数学習指導を実施し、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付
けさせるとともに、一人一人の興味・関心や習熟の程度に応じた指導の充実を図る。

　個別指導やグループ別指導、課題学習、補充的な学習や発展的な学習などの学習活動を取り入れた指導指導方
法や指導体制を改善し、個に応じた指導を充実する。

　「分かる授業」「学びたくなる授業」「喜びのある授業」を目指して授業改善を図り、教師の指導力の向上を
図る。

　世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って世界の平和と人類の幸福に貢献する生徒を育成す
る。

　調べ方や情報発信の方法及び課題解決学習の力を身に付けさせるため、各教科・道徳・特別活動と関連を図っ
て３年間の系統的な指導を行う。

  生徒の発達段階を考慮し、栄養士による指導を取り入れて食育を推進する。

  特別支援教育コーディネーターを中心に校内委員会を充実させて特別支援教育の充実を図る。また、特別支援
教育の在り方や指導方法に関する理解を深めるとともに実践力を高めるために校内研修会を実施する。

　図書館の環境整備を継続し、学校図書館運営支援員の活用を一層充実させることで生徒の主体的、意欲的な学
習活動や読書活動を推進する。

　特別な支援が必要な生徒には、特別支援計画を作成し、教科学習の他、あらゆる活動の支援を組織的に行う。

　全教育活動を通して、「人権教育プログラム(学校教育編）」を活用して、人権尊重の精神を養い、互いの人
格や個性を尊重する心、自他の生命を大切にする心、豊かな心を育てる。

　特別支援学級を含めた学校全体で道徳授業地区公開講座など道徳の時間を保護者や地域住民に公開するととも
に、家庭・学校・地域における道徳教育の在り方や連携について相互の理解を深める。

　思いやりの心を育て、規範意識や自尊感情及び自己肯定感を醸成し、公共の精神と道徳的判断力、実践力を身
に付けさせる。

　清瀬市に関する資料を活用し、郷土を愛する心を身に付けさせる

　全国及び東京都の体力調査の結果をもとに、体力の向上に関する指導を進める。

　職場訪問及び職場体験を行い、マナーや態度について考えたり社会に出て働くことの意義や責任について考え
させることによって自己の生き方を具体的、実際的なものとして考えることができるようにする。

　家庭学習を推進して、生徒一人一人に発達段階に応じた確かな学力を身に付けさせる。

ハンセン病資料館での体験的活動を通して命の教育の一層の充実を図る。

　温かい人間関係に基づいた帰属意識をもてる学級・学校つくり、教員と生徒、生徒相互の望ましい人間関係を
育て、集団の一員としての自覚と集団や社会の中で自己を生かす能力を養う。

　生徒会活動を通して、身近な問題に主体的に対応し、協力して解決していく能力や実践的な態度を育成し、活
発な生徒自治を促進する。生徒会の活動として、「あいさつプラス一言運動」を実施する。

　運動会、音楽祭、宿泊行事等の行事を通して、生徒が活躍できる場面を作り、成就感を味わわせる。

　「ユニセフ出前授業」「留学生が先生」「地域の在住外国籍の方々に学ぶ」プロジェクトを実施し、諸外国の
生活や文化を知り、諸外国や日本の課題などについて考察し、課題解決の方策について学ぶ。

　「赤ちゃんのチカラプロジェクト」「救急救命講習」「メンタルヘルスリテラシー」などの、命の教育を通し
て命の重さについて考えさせる。



第３表

学校名

（２）　生活指導・進路指導

ア 生活指導
・

・

・

・

・

・

イ 進路指導
・

・

・

・

3 学年別授業日数及び授業時数の配当
（１）年間授業日数配当表

月
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・３学年は、３月１８日（金）卒業式、他学年は３月２５日（金）修了式
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清瀬市立清瀬清瀬中学校
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　毎月行う安全指導の時間に、健康、安全についての理解を深めさせ、安全教育を一層充実
させる。

　生徒理解に努め、常に全校生徒を育てるという意識をもち、物的環境、言語環境の整備を
行う。場面に応じた言動と礼儀・マナー、授業規律の徹底等、指導内容の共通理解を図る。
さらには情報交換や意見交換を密にし、組織的な指導を行うことによって基本的生活習慣と
規範意識を確立させる。
　情報社会で適切な活動を行うために必要な情報モラルを身に付けさせる。

携帯電話・パソコンなどのハイテク犯罪等から身を守ることをテーマとしてセーフティ教室
を開き、正しい知識と認識を学ばせる。

10 34 5 6

20 21

　「ふれあいアンケート」や「いつでも誰とでも相談週間」を実施する。また「いじめ防止
委員会」を中心とし、いじめ・不登校実態調査なども活用しながらいじめをしない、見逃さ
ない、許さない人間関係づくり、集団づくりを推進する。さらには、人権作文・人権標語な
どへも取り組み、互いを認め合う意識を定着させる。

　問題行動の早期発見のため、スクールカウンセラー、スクール・ソーシャルワーカー等を
含む関係機関との連携を強化し、生徒の心情の理解と心に訴える指導を行う。

・１単位時間は５０分とする。

　夏季休業中と２学期末に保護者、生徒との三者面談を全学年・全生徒を対象に行う。将来
の生き方、進路選択など生徒に寄り添い保護者の願いも受け止めながらキャリア教育を進め
ていく。

　心豊かな生徒を育てるために、自尊感情、自己肯定感を高めて将来の目標に向けて努力で
きる進路指導を充実する。

　上級学校訪問、職業調べ、職場訪問、職場体験などを計画的に実施しながら、将来、社会
的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現する
ための力を育成する。

　自分の将来を希望をもって見通し、目標をもたせることによって、今後の進路選択に役立
てることができる力を養う。

・１学年は、４月７日（火）入学式、他学年は４月６日（月）始業式を行



第4表

学校名 清瀬市立清瀬中学校

（２）各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動の年間授業時数配当表

・ 総合的な学習の時間

1

2

・ 特別活動
1

2

3

・その他

学校裁量の時間

３５時間

10461081 1058

36

37 37 37
73
36

54 70

108
36

149 146 144
900954 915

112 144
36

37 3649
49 37

区分

特 別 活 動 ( 学 級 活 動 )

総 計

総 合 的 な 学 習 の 時 間

道 徳

国 語

社 会

小 計

必

修

教

科 外 国 語 （ 英 語 )

3

数 学

理 科

音 楽

1 2
学年

149 146

146

各

教

科

112

108

73

144
149 110 144

110112

　各学年で、発達段階に応じ、「命の教育」「国際理解教育」をテーマに学びを
深めるとともに、自ら学び自ら考える力を育てる。

　第１学年は、「救急救命講習」「トラさんが生きた」「ユニセフ出前授業」
「職場訪問」を行う。

　第２学年は、「救急救命講習」「メンタルヘルスリテラシー」「留学生が先
生」「地域学習」「職場体験」を行う。

　第３学年は、「赤ちゃんのチカラプロジェクト」「地域の在住外国籍の方々に
学ぶ」「地域学習」を行う。

美 術

保 健 体 育

技 術 ･ 家 庭

36

73
110

　学級活動を年間37時間実施し、自ら学校や学級の課題を見付け、自分たちで主
体的に解決していく態度を育てる。

　生徒会活動に積極的に参加し自治意識を高め、自らの活動で学校生活をよりよ
くしていこうとする主体的な態度を育む。

　学校行事の目的・意義を理解し、意欲的に参加する態度を身に付けさせる。

・生徒会に関する活動（１７時間、全学年）

・学校行事、学年行事の事前・事後指導（１２時間、全学年）

・教育相談・進路学習・進路相談（６時間、全学年）



第5表の１

学校名

曜 行 事 曜 行 事 曜 行 事 曜 行事 曜 行事 曜 行事

1 水 金
開校記念日
部活動保護者会 月 振替休業日 水 土 火

始業式
避難訓練 1

2 木 土 火 木 都学力調査（２） 日 水 給食始 2

3 金 日 憲法記念日 水 金 避難訓練 月 木 3

4 土 月 みどりの日 木 避難訓練 土 火 金 4

5 日 春季休業日終 火 こどもの日 金 日 水 土 5

6 月 始業式　 水 休日 土 月 保護者会（全） 木 日 6

7 火 入学式 木 日 火 金 月 安全指導 7

8 水
定期健康診断始
給食始 金 月 安全指導 水 土 火 8

9 木 対面式 土 火 木 日 水 9

10 金 日 水 金 月 木 10

11 土 月 木 土 火 金 11

12 日 火 金 校外学習（２） 日 水 土 12

13 月
避難訓練
保護者会（全） 水

中間考査始
避難訓練 土 月 安全指導 木 日 修学旅行(３)始 13

14 火 木 中間考査終 日 火 金 月 14

15 水 市学力調査（１） 金 月 水 土 火 修学旅行(３)終 15

16 木 土 安全指導　授業公
開 セーフティ教室 火 木 給食終 日 水 振替休業日（３） 16

17 金 日 水 金 月 木 17

18 土 月 木 土 終業式 火 金 18

19 日 火 金 日 水 土 19

20 月 安全指導 水 土 月 海の日　 木 日 20

21 火 全国学力調査（３） 木 日 火
夏季休業日始
補充学習始 金 月 敬老の日 21

22 水 金 月 水 土 火 国民の休日 22

23 木 土 火 木 日 水 秋分の日 23

24 金 日 水 期末考査始 金 月 木 24

25 土 月 木 土 火 金 中間考査始 25

26 日 火 金 期末考査終 日 水 土 中間考査終 26

27 月 水 運動会予行 土 月 木 日 27

28 火 離任式 木 日 火 金 月 28

29 水 金 月 水 土 火 29

30 木 土 運動会 火 定期健康診断終　木 日 水 30

31 日 金 月
夏季休業日終
補充学習終 31

4 5 6 7 8 9



第5表の２

学校名 清瀬市立清瀬中学校

曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事 曜 行事

1 木 都民の日 日 火 金 元日 月 振替休業日（２） 火 期末考査終 1

2 金 月 三者面談（３）始 水 土 火 避難訓練 水 2

3 土 火 文化の日 木 日 水 木 3

4 日 水 金 月 木 金 4

5 月 安全指導 木 土 火 金 新入生説明会 土 作品展示会始　保護者
会（一）　授業公開 5

6 火 音楽祭 金 日 水 冬季休業日終 土 日 6

7 水 土 月 三者面談（１２３一）始 木
始業式
避難訓練 日 月 作品展示会終　保護者

会(１２)　授業公開 7

8 木 避難訓練 日 火 金 給食始 月 火 8

9 金 月 安全指導 水 避難訓練 土 授業公開
新入生保護者説明会 火 水 安全指導(3) 9

10 土 火 木 日 水 木 避難訓練 10

11 日 水 三者面談（３）終 金 三者面談（１２３一）終 月 成人の日 木 建国記念の日 金 11

12 月 体育の日 木 土 火 金 土 12

13 火 金 日 水 土 日 13

14 水 土 月 木 日 月 14

15 木 日 火 金 月 安全指導 火 15

16 金 月 水 土 火 水 卒業式予行 16

17 土 火 木 日 水 木 給食終 17

18 日 水 期末考査始 金 月 職場訪問（１）
安全指導 木 金 卒業式 18

19 月 木 土 火 金 土 19

20 火 職場体験（２）始 金 期末考査終 日 水 土 日 春分の日 20

21 水 土 月 木 日 月 休日 21

22 木
清瀬教育の日始
職場体験(2)終 日 火 金 月 火 22

23 金 月 勤労感謝の日 水 天皇誕生日 土 火 水 23

24 土
清瀬教育の日終
道徳公開 火 木 給食終 日 水 木 24

25 日 水 金 終業式　安全指導 月 木 金 修了式
安全指導(12) 25

26 月 木 土 冬季休業日始 火 金 期末考査始 土 春季休業日始 26

27 火 金 日 水 土 日 27

28 水 土
授業公開
避難訓練 月 木 移動教室（２）始 日 月 28

29 木 日 火 金 月 火 29

30 金 月 水 土 移動教室（２）終 水 30

31 土 木 日 木 31

310 11 12 1 2


